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Ｉ
． は じ め に

成 熟 せる 現 代 社 会 に お いて は、 大 会 社 の 経 済行 動 は、 プ ラ ス 的 に も マ イ ナ ス 的 に も、 社 会に

大 きな 影 響を 及 ぼす。 そ れ 故に、 大 会 社の 行 動 は、 社 会 一 般の 健 全な 発 展と いう 視 点 を も っ て、

律 さ れ る こ と が 必 要 で あ る。

と こ ろが、 企 業 本 来の 行 動 目 標 は 私 的 利 益 の 追 求 で ある。 企 業 が 利 益 を あ げる こ と は、 一 般

的 に は、 社 会 経 済 の 繁 栄 に 寄 与 し、 損 失 を 蒙 る こ と は、 そ の 停 滞 を 招 く。 従 っ て、 企 業 が 私 的

利 益を 追 求す る こ と は、 企 業 に 求 め ら れ た 経 済 的 責 任 で あり、 広 義 の 社 会 的 責 任 に 含 ま れ る。

問 題は、 過 度の 私 的 利 益 追 求 活 動 が し ば し ぱ反 社 会的 結 果を 招 き が ち な こ と で あ る。 企 業 は、

自 らの 利 益を 自 制 し てで も、 反 社 会 的 行 動 を 抑 制 し、 健 全 な 社 会の 発 展、 人 間 生 活の 向上 に 利

さ な け れ ば な ら な い。 か く あ っ て こ そ、 経済 的 責 任が 社 会 的 責 任 た り う る の で あ る。

な お、 か かる 意 味 での 経 済 的 責 任 を 果 た す こ と は、 特に 大 会 社 に 課 せ ら れ た 社 会的 使 命で あ

る が、 これ の 遂 行を 企 業の 自 覚 や 倫 理 の み に 求 め る こ と は 無 意 味 と 思 わ れ る。 何 らか の 実 効あ

る 社 会 的規 制が 必 要で あ る。 敢 え て こ こ に 付言 して お きた い。

本稿 で は、 この よ うな 経 済 的 責 任 を も 含 め た 社 会 的 責 任 （広 義） に 関 す る 会 計 に つ き、 そ れ

を 制 度 会 計 に 組 み 込 む こ と に よ っ て、 そ の 拡 充を 図る こと の 可 能 性 を 明 らか に す る と と もに、

そ のた めの 第 一歩 と して、 指 導 原 理と して の ｒ企 業 会 計原 則」 の 在る べ き 姿 に つ いて 考 察 す る。

皿． 社 会 関 連 会 計 （狭 義）１〕 と 制 度 会 計

一 般に は、 社 会 関 連 会 計 （狭 義） は 経 済 的 責 任 を 含 ま な い 狭 義の 社 会 的 責 任 に か か わる もの

と し て 理 解 さ れ て い る。 そ の 意 義 ・ 内 容 に つ い て は、 ま だ 確 た る 定 説 が あ る わ け で は な い。 む

しろ、 今日 内 外に おける 新た な 社会 的 諸問 題 の 続 出 か ら みて、 発 展 途 上 に あ る も の と い えよ う。

し か し、 少 なく と も、 企 業の 社 会 に 対 す る 貢 献 度、 社 会に 対す る 企 業 責 任の 達 成 度 を 明 らか に

す る た め の 情 報を 伝 達す る 外 部 報 告 会 計 と い う こ と が で き よ う。

一般 に、 社 会 関 連 会 計 （狭 義） の 領 域 は、 ① 会 社従 業 員 関 係、 ② 自 然 環 境 関 係、 ③ 社 会 環境

関 係、 ④ 消 費 者 関係 に 分 類 さ れ る と さ れ て い る。 具 体 的に は、 世 界 各 国 で 制 度 化 （法 制 上 な い
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し 慣 習 上） さ れ、 我 が 国企 業で も相 当 程 度 作 成 さ れて いる 付 加 価 値 計 算 書 が 社 会 関 連 会 計 （狭

義） の 最 も 代 表 的 な 例 と 見 られ て い る。 ま た、 欧 米 諸 国で、 １９７０年 代 以 降、 制 度 的 な い し任 意

的 に 作 成 さ れ て い る 社 会 的 貸借 対照 表、 社 会 的 損 益 計 算 書、 企 業 社 会 会 計、 公 共 利 益 会 計 な ど

の 諸 情 報 もま た 典 型 的 な 社 会 関 連 会 計 （瑛 義） と 見 ら れて いる。

我 が 国 で は、 残 念 な が ら、 こ れ ら の 社 会 関 連 情 報 に つ い て は、 殆 ど 問 題 視 さ れ ず、 そ の た め、

す べて が 非 制 度 会 計 に 属 す る も の と さ れ て い る。 し か しな が ら、 我 が 国 に お け る 当 面 の 課 題 と

して も、 従 業 員 の 年 間 労 働 時 間 ・ サ ー ビ ス残 業の 現 状 ・ 有 給 休 暇と その 消 化 率 ・ 賃 金 水 準 な ど

の 従 業 員 関 係 情 報、 リ ゾー ト開 発 に 関 連す る 自 然 環 境 破 壊 ・ 保 全 な どの 自 然 環 境 関 係 情 報、 公

害な どに 関 連 する 工 場 立 地 ・ 地 域 住 民の 安全 に 関 する 情 報、 イ ンサ イ ダー 取 引 ・ 不 正 融 資 ・ 賄

賂な どの 不 公 正 取 引 事 件 に 関 連 す る 情 報、 地 価 高 騰に 関す る 情 報 （融 資 情 報 を 含 む）、 消 費 者

物価 に 関 す る 情報 な ど、 枚 挙 に 絶 す る ほ どの 多 数の 社 会 関 連 情 報 が 求 め ら れ て い る。 こ。れ ら は

概 ね 企 業 側 か ら みて マ イ ナ ス 情 報 で あ る が、 他 面、 文 化 ・ 教 育 ・ 社 会 事 業 な ど に 対 す る 寄 付 の

よ う に プ ラ ス 情 報 （社 会 貢 献 情 報） の 開 示 も 取り 上 げ ら れ る 必 要 が ある。 以 上の 社 会 関 連 諸 情

報の 多く は、 金 額 に よ る 会 計 情 報 よ り む しろ 記 述 情 報と して の 側 面 が 強 く、 制 度 化 に 当 た って

は、 脚 注 ま た は 付 属 明 細 表 の な か に 位 置 付 け ら れ る こ と と な ろ う し、 そ の こ と は、 技 術 的 に は 、

可 能で ある。 そ れ に 対 し て、 付 加 価 値 計 算書 およ び 社 会 的 損 益 計 算 書 に つ いて は、 本 来 の 会 計

情 報、 す な わ ち 基 本 財 務 諸 表の 一 種 と して 位 置 付 ける こと が 可 能で ある。

そ の う ち、 社 会 的 損 益 計 算 書 に つ い て は、 ｒ 社 会 的 ペ ネ フ ィ ッ ト ー 社 会 的 コ ス ト ＝ 社 会 的 損

益」 と い う 損 益 計 算 書 様 式 を 備 え て い る も の の、 「社 会 的 ベネ フ ィ ッ ト」 お よ び 「社 会 的 コ ス

ト」 の 細 目と 測 定 方 法 に つ いて 未 解 決 な 点 が 多 く、 財 務 諸 表の 一 っ と して 制 度 化 する こ と に つ

き 社 会 的 承 認を 得 る た め に は、 今 後 一 層 の 検 討が 必要 で あ ろう。

ま た、 社 会 的 貸 借 対 照 表 に つ いて は、 国に よ り 内容 が相 当に 異 な ると い う よ う に、 そ の 作 成

に つ い て は よ り 解 決 困 難 な 間 題 が 多 数 見 受 け られ、 そ の 具 体 化、 ひい て は 制 度 化 に は 相 当 長 期

の 検 討を 必 要 とす る も のと 思 わ れる。

こ れ に 対 して、 付 加 価 値 計 算 書に つ い て は、 そ の 研 究歴 も古 く、 ｒ生 産 高 一 前 給 付 価 値 （ま

た は 中間 生産 物な い し 外 部 購 入 価 値） ＝ 付 加 価 値」 と して 損 益 計 算 書 様 式を 備 え、 「生 産 高」

お よ び 「前 給 付価 値」 の 細 目 と 測 定 方 法 に つ い て も、 細 部 を 除い て 識 者の 問で 殆 ど 一 致 し た 見

解 を 持 た れ て い る 。

ま た、 付 加 価 値 計 算 書 は、 既 に フ ラ ン ス の 指 導 に よ り 設 定 さ れ た Ｏ Ｃ Ａ Ｍ ・ プ ラ ン ・ コ ン タ

ブ ル （１９７０）
２〕

で、 経 営 残 高 勘 定 （損 益 計 算 書 に 該 当） に 組み 込ま れ て 制 度 化さ れ、 つ い で、

フ ラ ン ス ・ プ ラ ン ・ コ ン タ ブ ル （１９８２） で も、 発 展 シ ス テ ム の 成 果 計 算 書 （損 益 計 算 書 に 該 当）

に 付 加 価 値 計 算 書を 組 み 込 んで、 制 度 化 を 法 的 に 達 成 して い る。 こ れ らに 範を と れ ば、 付 加 価

値 会 計 を 制 度 会 計 に 含 ま せ る こ と は、 技 術 的 に、 可 能 で あ る
３）

。

付 加 価 値 会 計の 対 象で あ る 付 加 価 値 は、 も と も と、 社 会 経 済 上の 概念 で あ り、 企 業を 軸 とす
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る 個 別 経 済 体の 付 加 価 値 生 産 高 の 総 計 は 生 産 国民 所得 と 原 則 的に 一 致 し、 ま た
、 企 業 付 加 価 値

の 分 配 構 成と その 金 額 の 総 計 は 分 配 国 民 所得 と 原 則 的 に 一 致す る。 この こ と か ら も、 付 加 価 値

は、 企 業 と 社 会 と を、 経 済 面 で、 直 結 す る もの で あ り、 付 加価 値 会 計 が 社 会 関 連 会 計 （狭 義）

の 中 軸た り う る こ と は 明 ら か で あ る。 こ の 付加 価 値会 計の 特 色 と し て、 さ ら に、 次 の こ と が 上

げ ら れ る 。

① 付 加 価 値 は、 企 業 の 生 産 的 努 力 に よ る 経 営 成 果で あ り、 今 日 社 会 間 題 視 さ れ て い る 財 テ

ク 損 益 を 含ま な い。

② ま た、 付 加 価 値 の 創 造 は、 価 格 要 因の 影 響に よ らな い、 物 的 生 産 性 を 基 底 と す る も の で

あ る こ と を 本 旨 と す る。 従 っ て、 付 加 価 値 会 計 は、 理 論 的 に は、 時 価 主 義 会 計
４〕

た る べ き

であ る。 し か しな が ら、 内 外 に お ける 伝 統 的 企 業 会 計 は 依 然 と して 原 価 主 義 会 計 が 大 半 で

あ り、 我 が 国 制 度 会 計 も しか り で あ る。 その た め、 算 定 さ れ る 付 加 価 値 も 原 価 評 価 に よ ら

ざ る を え な い こ と に な る。 こ の 場 合 で も、 そ れ な り の 有 用 性 は 認 め ら れ る が、 十 分 と は 言

い 難 い。 こ の 時 価 主 義 会 計 は、 国 際 的 に も、 一 っ の 潮 流 と な り つ っ あ り、 こ れ と あ い ま っ

て、 時 価 主 義 付 加 価 値 会 計の 発 展 が 期 待 され る。

ま た、 時 価 主 義 会 計 が 実 践 さ れ れ ば、 企 業 貸 借 対 照 表 を 資 料 と し て、 社 会 会 計で い う 国

民 貸 借 対 照 表 を 作 成 す る こ と も 可 能と な ろう。

③ 付 加 価 値 は、 企 業の 利 害 関 係 者た る 従 業 員、 自 己 資 本 所 有 主 （株 主） 、 債 権 者、 地 主、

国 家 公 共 団 体 な ど に 対 し て、 賃 金、 利 益、 利 子、 地 代、 租 税 公 課 な ど と し て 分 配 さ れ る。

ま た
、 公 害 費 用、 寄 付 金 な どの 社 会 的 コ ス ト も、 粗 付 加 価 値 の 分 配 項 目 と し て 処 理 さ れ う

る。 こ れ らの 付 加 価 値 分 配 状 況 は、 と もす れ ば 企 業 社 会 と い わ れ、 利 害 関 係 者 に 対 す る 分

配の 薄 い 現 状 を 明 ら か に す る と と もに、 分 配の 健 全 性 を 促 進 す る た め の 資 と して 役 立つ も

の と い う べ き で あ る。

さ て、 社 会 関 連 会 計 （狭 義） の 重 要 性 に つい て の 認 識 が、 我 が 国 は、 欧 米 諸 国 に 比 し て、 著

しく 遅 れて い るの が 現 状 で あ 孔 付 加 価 値概 念 も、 諸 経 営 統 計 上 で も マ ス コ ミ 紙 上 で も 日 常 的

に 使 用 さ れて いる に も 拘 わ ら ず、 こ れ を 財 務 諸 表 中に 取 り 上 げ る 傾 向 は 全 く 見 ら れ な い。 こ の

よ う な 現 状で は、 付 加 価 値 会 計を 中 軸 と す る す べて の 社 会 関 連 会 計 が 非 制 度 会 計 と さ れ る の も

や むを 得な い こ と で あ ろ う。 しか し な が ら、 社 会 関 連 情 報 を 必 要 と す る よ う な 諸 要 求 が、 消 極

面 ばか り でな く、 社 会 貢 献 の よ う な 積 極 面 も 含 めて、 数 多 く 現 実 的 課 題 と な り、 国 内 ばか り で

な く、 国 外 か ら も、 我 が 国 企 業 の 社 会 的 責 任 が 問 われ て い る の も 事 実 で あ る。 し か も、 上 述 の

よう に、 付 加 価 値 会 計 を 損 益 計 算書 中 に 取り 入れ、 そ の 他の 社 会 関 違 会 計 に つ い て は、 記 述 方

式を も 多 用 して、 脚 注 な い し 付 属 明 細 表 に 記 載す る こ と に よ っ て、 社 会 関 連 会 計 （狭 義） の す

べて を 制 度 会 計 化 す る こ と は 技 術 的 に は 可 能で あ る。 あ と は、 企 業 側の 社 会 責 任 に つ い て の 自

覚と 倫 理 観の 確 立、 市 民 社 会 か ら の 強い 要請、 行 政側 の 積 極 的 介 入、 学 界 か ら の 提 唱 な どに ま

っ の みで ある。 な に は と も あ れ、 我 が 国 企 業、 ひい て は 我 が 国 経 済 の 健 全 か つ 持 続 的 発 展 の た
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め に も、 社 会 関 連 会 計 （狭 義） の 可 及 的 速 や かな 制 度 化が 望ま れる。

皿． 現 行 制 度 会 計 と そ の 社 会 関 連 性
５〕

１ 現 行 制 度 会 計 と そ の 種 類

今日で は、 非 常に 多 種 類 の 財 務 会 計 情 報 が 作 成さ れ て い る が、 そ れ らの う ち の 主 た る も の は、

外部利 害関 係 者の 信 頼 を う る た め に、 企業 の 自 由 経 理を 規 制 して、 その 作 成 開 示 の 方 法 に つ き、

社会 的 な い し 法的 制 約 を 受 ける こ と が 多 い。 こ の よ う に 社 会 的 な い し 法 的 ル ー ルに 制 約 さ れる

外部 報告 会 計 （財 務 会 計と 同 意 語） を 制 度 会 計 と い う。 な お、 我が 国の 制 度 会 計 は、 法 令 な ど

に よ り 規 制 さ れる 法 的 制 度 会 計で あ る。

我が 国の 制 度 会 計 に は、 具 体 的 に は、 商 法 会 計、 証 取 法 会 計 およ び 税 法 会 計の 三 つ が あ る。

その う ちの 税 法 会 計は、 個 々の 会 計 処 理 に つ い て は、 企 業 会 計 に 強 い 影 響 を 及 ぼ し て い る も の

の、 基 本 的 に は、 そ の 所 得 算 定 の 基 礎 を 商 法 会 計 に お け る 確 定 決 算 に 置 い て い る。 従 っ て、 制

度 会 計と し て 重 視 さ れ る も の は、 商 法会 計と 証 取 法 会 計 と の 二 っ で あ る。

な お、 制 度 会 計 に お け る 主 た る 利 害 関 係 者は、 商 法 会 計 で は 株 主 ・ 債 権 者、 証 取 法会 計で は

一 般 投 資 家 で あ る。 こ れ ら の 利 害関 係 者 は 企 業 に 対 す る 資 金 提 供 者 で あ り、 企 業 は こ れ らの 利

害 関 係 者 に 対 して、 私 的利 益追 求 と い う 経 済 的 責 任 を 負 う こ と に な る。 そ れ 以 外 の 利害 関係 者

に っ い て は、 現 行 の 制 度 会 計 で は、 直 接、 配 慮 し て い な い。 そ の た め 他 の 利 害 関 係 者 は、 二 っ

の 制 度 会 計で 開示 さ れ る 財 務 情 報か ら、 必 要 に 応 じた 分 析 を 行 い、 彼 らの 意 思 決 定 に 役 立て な

け れ ば な ら な い。

我 が 国 の 商 法 会 計 は、 明 治３２年、 ド イ ツ 商 法 に 範 を 取 り 制 定 さ れ た。 そ こ で は、 フ ラ ン ス 商

業 条例 以 来の 伝 統 的な 債 権 者 保 護 思 想、 財 産 計 算 目 的、 財産 法 的 損 益 計 算 観を 基 本 理 念 と し て

い る 。

我が 国の 証 取 法 会 計 は、 アメ リ カ 証 取 法 会 計 に 範を 取 り、 慣 習 的 規 範 と し て の 「企 業 会 計 原

則」 に 基 礎を 置 く も の と し て 制 定 さ れ た。 そ こ で は、 一 般 投 資 家 保 護、 企 業 収 益 力 測 定 目的、

近 代 的 損 益 計 算 観 を 基 本 理 念 と し て い る。

こ れ ら 二 つ の 制 度 会 計は、 当 初か ら、 会 計 本 質 観 が 著 しく 異 な った た め、 会 計 処 理 上 に も 相

当 異 な る 内 容 を 示 して い た。 その 後、 商 法 改 正 の 都 度、 ｒ企 業会 計 原 則」 お よ び 証 取 法 会 計 の

考 え 方 が 大 幅 に 採 用 さ れ、 ｒ企 業 会 計 原 則」 お よ び 証 取 法会 計 もま た 着干 の 妥 協 的 修 正 を 行 っ

た が、 両 制 度 会 計の 溝を 完 全 に 埋 め る こ と は で き な か っ た。 と こ ろ が、 昭 和４０年 の 山 陽 特 殊 製

鋼 倒 産 事 件に よ り、 諸 利 害 関 係 者 が 甚 大 な 損 失 を 蒙 る と い う 社 会 間 題の 発 生 を 契 機 と し て、 両

制 度 会 計の 一 元 化 が 強 く 求 め ら れ る よ う に な っ た。 そ の 結 果、 昭 和４９年 に、 両 会 計 相 互 の 妥 協

に よ り、 「企 業 会 計 原 則」 お よ び 両 制 度 会 計関 違 諸 規則 が 大 幅に 改 定 さ れ、 一 元 化 が 果 た さ れ

る こ と と な っ た。 た だ し、 こ こ で 果 た さ れ た 一 元 化 は、 あ く ま で も 形 式 的 技 術 的 一 元 化 で あ り・

異な る 会 計 本 質 観 に つ いて は も と の ま ま に 留 保 さ れ て お り、 将 来 に 課 題 を 残 し て い る こ と も知
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ら な け れ ぱ な ら な い。

な お、 以 上の 経 緯で 注 目さ れる こ と は、 両 制 度 会 計 の 一 元 化 が、 企 業 倒 産 に よ る 諸利 害 関 係

者の 損失 を 契 機と して な さ れ た とい う こ と で あ り、 こ こ に 制 度 会 計の 持つ 社会 関 連 的 性 格が 見

ら れ る の で あ る。

さ らに 進 ん で、 両制 度会 計の ル ー ツで ある フ ラ ンス 商 業 条 例 と アメ リカ 証 取 法 会 計の 成 立の

契 機 を 見 る と、 両 制 度 会 計の も つ 社 会 関 連 的 性 格 が 顕 著 に 見 受 け られ る。

２ 商 法会 計と その 社会 関 連 性

フ ラ ン ス 商 業 条 例 （１６７３）６〕 で は、 す べ て の 商 人 が、 開 業 の と き と ２ 年 毎 に、 一 切 の 動 産 ・

不 動産・ 債 権・ 債務 を 棚 卸 し、 自 署 せ る 財 産 目 録を 作 成 する こと が 義 務 づ け ら れ て い る。 ま た、

破 産 者は、 す べ て の 資 産 ・ 負 債を 自 身で 認 証 し た 状 況 一 覧 表 を、 債 権 者に 交 付 しな け れ ばな ら

な い こ と を 義 務 づ け ら れ て い る 。

当 時 の フ ラ ン ス で は、 １６３０年 代 よ り、 お よ そ１００年 間 の 長 期 的 不 況 に 見 舞 わ れ、 い わ ゆ る 泡

沫 会 社 の 時 代 と し て、 破産 会 社 が 続 出 し た。 そ の こ ろ、 よ う や く 普 及 しは じめ た 特 許 企 業の 有

限責 任制 度を 企 業経 営 者が 悪 用 し、 財 産 を 隠 匿 し破 産 に 見 せ 掛 ける こ と に よ っ て、 私財 を 蓄 え、

債務 の 弁済を 免 れると い う 詐 欺 破 産 が 横 行 した。 そ の た め、 フ ラ ンス 経 済 界 が 大 混 乱 を き た し、

商 取 引、 特に 信 用 取 引 の 円 滑 な 運営 が 阻 害さ れる こ と と な っ た。 こ の よ う な 混 乱を 静 め、 この

種の 詐 歎 事 件 を 防 止 し、 債 権 者を 保 護 し、 そ れ に よ っ て 商 取 引 の 円 滑 な 運 営 を 図る こ と を 目 的

と して、 棚卸 法に もと づく 財 産 目 録の 作 成 が 法 制 化 さ れ た の で あ る。 な お、 こ の 商 業 条 例 に は、

貸 借 対 照 表に 関 す る 規 定 は 無 か った が、 財産 目 録の 要 約 と して、 次 第 に そ の 作 成 が 認 め られ る

よ う に な っ た 。

この 商 業 条 例の 財 産 目 録 規 定 は、 そ の 後 ドイ ツ 商 法 に 受 け 入 れ られ、 い わ ゆ る 貸 借 対 照 表 能

カ 論、 貸 借 対 照 表 評 価 論と し て、 貸 借 対 照 表 中 心 の 会 計 理 論 の 研 究 が 華 々 し く 展 開 さ れ た。

１９００年 代 前 期 に 確 立 さ れた 近 代 的 損 益 計 算 理 論の 生 成 に 至 るま で、 ｒ会 計 学 は 貸 借 対 照 表論 な

り」 と す る 見 解が 長 く 支 配 的 地 位 を 占め た の で あ る。 この よう な ドイ ッ 商 法 の 影 響 を 受 けて 制

定さ れ た 我が 国 商 法 に も、 昭 和４９年 の 制 度 会 計 一 元 化の た めの 法 改 正 ま で は、 商 法 条 文 中 に 財

産 目 録作 成 規 定が 明 示 され て い た の で あ る。 ま た、 近 代 化 さ れ た 今 日 の 商 法 会 計 の 根 底 に は、

債 権 者保 護 目 的と いう 立 法 精 神 と 棚 卸 法 ・ 財 産 法 的 考 え 方 が いま だ に 根 強 く 残 さ れ て い る こ と

も知 らな けれ ばな らな い。

こ の よ う に 商 法 会 計 制 度 は、 １７世 紀 の 欧州 大 陸に お ける 経 済 混 乱 期 に、 悪 徳 経 営 者の 不 正 な

私的 利 益 追 求 行 為 を 排 除 し、 企 業 経 営 に 対 し 支 配権 もな け れ ば 拘 束 カ も 持 た な い い わ ば社 会 的

弱 者と して の 債 権 者 を 保 護 し、 そ れ に よ って 経 済 社 会 の 健 全 性 を 護る こ と、 換 言す れ ば、 社 会

的利 益の 立 場 か ら 私 的 利 益 を 抑 制 す る こ と を 目 的 と し て 制 定 さ れ た も の で あ る。 この 意 味 か ら

す れ ば、 商 法 会 計 制 度 の 本 質 は、 明 らか に、 社 会 関 連 性 に あ る と い う べ き で あ る。
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この よ うな 商 法 会 計 制 度、 そ の 本 体 と して の 商 法そ の もの の 持 つ 社 会 関 連 性 は、 爾 来 今 日 ま

で 引 き 継 が れ て い る。 昭 和４９年 の 商 法 改 正の と き、 衆 参 両 院 に お いて、 「会 社 の 社 会 的 責 任に

つ いて 所 要の 改 正 を 行 う こ と」 、 ｒ企 業の 社 会 的 責 任 を 全 う す る こ と が で き る よ う、 政府 は 速

や か に 所 要 の 法 律 案 を 準備 して 国会 に 提 出す る こ と」 と い う 付 帯 決 議が 可 決さ れ た。 こ れ を 受

け て、 会 社 の 社 会 的 責 任 に 関す る 一 般 規 定を 商 法 中に 設 け る こ と の 可 否 を め ぐ って 論 議が 展 開

さ れ た。 商 法 学 者 の 間 で も 賛 否 両 論が あ り 、 そ の う え、 経 済 団体 が こ ぞ って 反 対 した こ と か

ら、 一 般 規 定 で の 条 文 化 は 果た さ れ な か った。 し か し、 昭 和５６年 の 商 法 改正、 ５７年 の 商 法 計 算

書 類 規 則 の 一 部 修 正 で、 会 計情 報 デ ィ ス ク ロ ー ジャ ー の 内 容 が 著 しく 拡 充さ れた こ と か ら 見て

も、 商 法 会 計 中に 社会 関 連 的 性 格の 内 在 する こ と を 無 視 す る こ と は で き な い。

３ 証 取 法 会 計と そ の 社 会 関 連 性

ア メ リ カ 証 取 法 会 計 制 度で は、 慣 習 的 規 範 と し て の ｒ一 般に 認 め られ た 会 計 原 則」 の 制 定 と

そ れ を 促 進 し 実 施す る こと を 目 的 と す る 法 的 規 範 と して の 証 取 法と が、 一 体 と して 運 営 さ れ 今

日 に 至 っ て おり、 我が 国 証 取 法 会 計 の 原 型 が こ こ に 見 られ る。 この アメ リ カ 証 取 法 会 計 制 度 の

成 立 の 背 景に は、 ２０世 紀 に 入 って、 イ ギリ ス に 変 わっ て 国 際 経 済 社 会の 盟 主の 地 位 を 占 め た ア

メ リ カ に おい て、 第 一 次 世 界 大 戦 後 の バ ブル 経済 の 崩 壊 現 象と して、 大 会 社 の 破 産、 企 業 家 の

自 己 株 式の 価 格 操 作、 株 式 市 場 の 大 暴 落、 一 般 投 資家 の 甚 大な 被 害、 土 地 価 格 の 暴 落 と い う よ

う な 社 会 的 問 題 が 一 気 に 噴 出 し、 １９２９年 の 世 界 大 恐 慌 の 引 き 金 と な っ た。 こ の こ と か ら、 企 業、

特に大 会 社の 社会 的責 任 の 在り 方が 間 わ れ ると と も に、 企 業 に 対 して 支 配 権 も 拘 束 力 も 持た ず、

ま た 経 営 情 報 に も 乏 し い 社 会 的 弱 者 と して の 一 般 投 資 家を 保 護 し、 そ れ に よ っ て 経 済 社 会 の 信

用 回 復 ・ 健 全 化の 一 助 と す る こ と が 社 会 的要 請と さ れる よ う に な っ た。

こ の よ う な 要 請 への 解 決 策 と して、 不 公 正 取 引を 禁 止す る と と も に 投 資 判 断 に 必 要 な 会 計 情

報を 開 示す る こ と が 基 本 方 針 と さ れ た。 こ の 開 示の 正 確 性 に つ い て は 法的 に 規 制 しな が ら、 当

該 情 報 か ら 得 ら れ る 企 業 経 営実 態に 関す る 価 値 判 断 に つ い て は、 情 報 利 用 者の 自 己 責任 に 委 ね

ると いう 開 示主 義に よ って、 一 般 投 資 家 の 保 護 を 図 ろう と した の で ある。 この 意 味 か ら す れ ば、

証 取 法 会 計 制 度 の 本 質 も ま た、 明 ら かに、 社 会 関 違 性 に あ る と い う べ き で あ る。

ア メ リ カ 証 取 法 会 計制 度 で は、 慣 習 的 規 範 と し て の 「一 般 に 認 め られ た 会 計 原則」 の 制 定 を

権 威 あ る 民 間 団 体 に 委 ね、 社 会 的 経 済 的 諸 環 境 の 変 化 に つ れ て、 そ れ を 修 正 ・ 発 展 さ せる こ と

に 努 め、 法的 に こ れ を 追 認す る とい う 弾 力 的 処 置 を 講 じて い る。 さ らに、 連 邦 政 府 は、 証 券 法

（１９３３） お よ ぴ 証 券 取 引 法 （１９３４） を 制 定 し、 公 認 会 計 士に よ る 法 定 監 査 制 度を 確 立す ると と

もに 監督 機 関と して の 独立 した 公的 組織 で ある 証 券 取 引 委 員 会 （Ｓ ＥＣ） を 設 置 し、 今 日 に 至 っ

て い る。

こ の よ う な アメ リ カ 証 取 法 会 計 制 度 と 比 較 し た と き、 こ れ を 範と した は ずの 我 が 国 証 取 法 会

計制 度は 特に 次の 二 点で 犬 き く 異 な り、 実 効 の 薄 い もの と な って い る。
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① 我 が 国 ｒ企 業会 計 原則」 は、 当 初 証 取 法 会 計 諸 規 則 の 指 導 原 理と して 設 定 さ れ た。 こ の

こ と は 正 し い 処 置 で あ っ た。 と こ ろ が、 制 度 会 計 一 元 化 に 囚 わ れ る の あ ま り、 証 取 法 会 計

諸 規 定 と 商 法会 計諸 規 定の 妥 協 的 修 正 と と も に、 指 導原 理と して の 本 質を 忘 れ て、 無 原 則

な 改 訂 を 行 い、 あ た か も 両制 度会 計に 従 属 す る か の よ う な 逆 転 現 象を 呈す る に 至 っ た。 こ

れ で は、 今 後 の 社会 的 経 済 的 諸 環 境 の 変 化 に 対 し て も硬 直 的た ら ざる を え な い で あ ろ う。

な お、 ｒ企 業 会 計原 則」 の 在 り 方 に つ いて は 後 述 す る こ と と す る。

② 我 が 国 の 証 取 法会 計制 度は
、 もと も と、 荒 廃 し た 戦後 経 済 に 必 要な 民 問 資 本、 特 に ア メ

リ カ 資 本 の 調 達 と い う 企 業 側の 利 益を 直 接 の 動 機 と して 設 定 さ れ た もの で あ り、 一 般 投 資

家 の 保 護 と い う よ う な 社 会 的 責 任 に つ い て は、 必 ず しも、 十 分な 自 覚 が 無 か っ た も の の よ

う で あ る。 そ の た め、 当 初 設 置 さ れ た 証 券 取 引 委 員 会 も 間 もな く 廃 止 さ れ、 独 立 し た 監 督

機 関 の 無 い ま ま 今 日 に 至 っ た の で あ る。

と こ ろ が、 周 知 の よ う に
、 最 近 我 が 国 で も、 バ ブ ル経 済が 崩 壊 し、 も ろ も ろ の 社 会 悪 が

止 どま る こ と の 無い ほ ど 顕 在 化 し、 そ の 一 端 と し て の 株 式 市 場の 大 暴 落 と 一 般 投 資 家 の 不

信 ・ 損 害 は 目 を 覆 う ばか りで あ る。 続 出 す る 証 券 不 祥事 か ら、 改 めて 日 本 型 証 券 取 引 委 員

会 が 設 置 さ れ る こ と と な っ た が、 そ れ と て も、 大 蔵 省の 外 部 機 関 と して、 極 め て 小 規 模 な

も の に す ぎ な い。 そ の 実 効 性 に つ い て は、 今 後 の 注 目 を 要 す る で あ ろ う。

４ 制 度 会 計と 杜会 関 連 会 計 （広 義）

要 す る に、 制 度 会言十は、 商 法 会 計 も 証 取 法 会 計 も、 そ の ル ー ツを 探 れ ば、 そ れ ぞれ の 時 代 の

経 済 混舌し期 に、 企業 の 過 度 な 私 的 利 益 追 求 行 為 が、 杜会 的弱 者と して の 外 部 利 害 関 係 者 に 甚 大

な 被 害 を 与 え る と い う、 反 社 会 的 結 果 を 招 い た こ と か ら、 企 業 行 動に 社 会 的 規 制 を 加 え た こ と

に 起 因 す る。 し た が って、 制 度 会 計の 本 質 は、 い わ ば 企 業 社 会 責 任 情 報、 す な わ ち 社 会 関 連情

報 の 開 示 に み い だ さ れ る。

現 行 の 制 度 会 計 の 開示 情 報 は 損 益 情 報 で あ り、 こ れ に よ って、 企 業 の 経 済 的 責 任 を 明 ら か に

す る こ と を 目 的 と して い る。 し か し、 企 業 の 経 済行 動 と その 結 果 と し て の 経 済 的 責 任 は、 杜会

的に 承 認さ れた 公 正な 利 益 追 求 活 動 と い う 社 会 的 責 任 に 裏 う ち さ れ る もの で な け れ ば な ら な い。

こ の よ う な こ と か ら、 経 済 的 責 任 を 基 底 と す る 制 度 会 計 もま た 社 会 関 連 会 計 （広 義） に 属 す る

も の と い う べ き で あ ろ う 。

Ｗ． 社会関連会計 （広義） 制度 と 「企業会計の 指導 原則」 の 在 り方呂〕

現 行 の ｒ企 業 会 計 原則」 は、 制 度 会言十の 指 導 原理 と して の 本 質 か ら 離 れ、 そ の 存 在 理 由 さえ

疑 わ れ が ち な 実 情に あ る。 制 度 会言十の 今 後 の 発 展 の た めに も、 そ の 在 り 方 が 問 わ れ そ の 再 構築

が 求め られる。 ま して、 狭 義 の も の を 含 む 広 義の 社 会 関 連 会 計 の 制 度 化 が 可 能で ある と す れ ば、

そ の よ う な 制度 会 計の 拡 充に 弾 カ 的 に 対 処 しう る た めに も、 在 る べ き 「企 業 会 計 原 則」 の 樹 立
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が 必 要で あ る。 こ の よ う な 観 点 か ら、 「企 業 会 計 原則」 の 在る べき 姿を 列 挙 すれ ば 次 の よ う に

な ろ う 。

① 現 行の 「企 業 会 計 原 則」 が、 そ の 史 的 経 緯 上、 あ ま り に も 証 取 法 会 計と 密 着す るの あま

り、 制 度 会 計の 一 元 化を、 「企 業 会 計原 則」 ・ 証 取 法会 計 ・商 法会 計の 一 元 化と し た こと

で あ る。 ここ に 第 一の 誤り があ っ た。 証 取 法 会 計 ・ 商 法会 計の 一 元 化、 法 的 制 度 会 計の 一

元 化 は 確か に 必 要で あ る。 し か し な が ら、 「企業 会 計 原 則」 ま で もが こ れに 追 随 して、 理

論 を 曲 げた 妥 協 を 強い られ た こ と が 問 題 で あ る。

「企 業 会 計 原則」 は、 制 度 会 計 一 元 化 が 達 成さ れ た 後は、 制 度会 計を 支 え こ れ を 指 導 し

その 発 展・ 充実 を 促す もの と して の 基 礎 構 造 で あ り、 理 論 規 範 で あ る べ き で あ る。 そ れ 故、

制 度 会 計の 一 元 化に さ い して は、 「企 業 会 計 原 則」 を 証取 法会 計か ら 分 離す る こと に よ っ

て、 そ の 理 論 性 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ っ た。

② 「企 業 会 計 原 則」 が、 制 度 会 計の 基 礎 構 造、 理 論 規 範 と して 正 し く 認 識さ れ、 証 取 法 会

計 と の 密 着 性 を 弱 める べき もの と す る な ら ば、 現 行 の 注 解 に 見 られ る よ うな 特例 的 方 法に

つ い て の 記載 を 要 しな い。 現 行の 注 解 に は、 重 要 性 の 原 則 の よ う に 理 論 的な もの と 圧 縮 記

帳 の よ う に 理 論 的に い か が かと 思 わ れる もの と が 混 在 し て い る。 こ れ らを 分 別 して、 注 解

の 内容 はあ くま で も原 理 ； 原 則 に 即 す る も の の み に 限 定す る べ きで あ り、 そ の 他 の も の は、

必 要 な ら ば、 意 見 書な どを 用 い、 実 践 規 範 と して 別 記 す る こ と が 適 当で あ る。

こ の よ う に、 ｒ企業 会 計原 則」 は
、 実 践 規 範 よ り も 理 論 規 範 と い う 機 能に 重 点を 置 き、

その 内 容 に つ き、 制 度 会 計 の 改 正に 対 して 説 得 力 を も ち う る よ う に、 理 論的 体 系 化を 図る

こ と が 必 要 で あ る。

③ ｒ企 業 会 計 原 則」 の 設定 に 当 た って は、 財 界 ・ 官 界の 協 力 と 理 解 を う る こ と が 必要 で あ

る と し て も、 そ れ が 理 論 規 範 で あ る 限り、 会 計 専 門 家 と し ての 学 会 ・ 公 認会 計 士協 会 を 中

心 と し な け れ ば な ら な い。

④ 理 論 規 範 と し て の 「企 業 会 計 原 則」 が、 短 期 問で、 その まま 制 度 会 計 中 に 導 入さ れ る こ

と は、 我 が 国 の 現 状 か ら み て、 困難 で あ る。 社 会 的 承 認 を う る た め の 気 長 な 説 得 と 努力 と

を 要す るの で あ る。 そ の た め の 一 方 法と して、 制 度 会 計 と ｒ企 業 会 計 原 則」 と の 調 整 に 関

す る 意 見 書 を 活 発 に 作 成 ・ 開 示 す る こ と が 考 え られ る。

⑥ 我が 国の 制 度 会 計 は、 内 外 の 社 会 的経 済 的 環 境の 変 化、 会 計 基 準 国 際 化の 影 響 を 受 け、

一 層 新 た な 発 展 を な す べ き 時 期 に 達 して い る。 制 度会 計の 拡 充 ・ 発 展 を 促 す た め に も、 ま

ず ｒ企 業 会 計 原 則」 が こ れ を 取 り 上 げな けれ ばな らな い。 資 金 計 算 書、 時 価 主 義 会 計 （物

価 変動 会 計） な ど と と も に 社 会 関 連 会 計 を 導 入す る こと は、 時 代 的 必 然 と も 考 え ら れ る。

こ の 場 合、 要 望 な い し 付 録 と し て、 ｒ企 業 会 計 原 則」 に 付 記す る こと が 妥 当 で あ る。

⑥ 現 行の 制 度 会 計 は、 企 業 資 金 提 供 者 を 報 告 対 象の 中 心に 置い て い る。 む し ろ、 今 後 問 題

と な る こと は、 企 業 の 一 般 社 会 に 対 す る 責 任 会 計で あ る。 もと もと、 商 法 会 計 も 証 取 法 会
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計 も、 それ ぞ れの 時 代に お け る 社 会 責 任 会 計 と して 成 立 した もの で あ る。 こ の よ う な 視 点

か ら、 会 計 主 体を 所 有 主 理 論で は な く、 企 業 体 理 論 に よ る よ う 意 識 転 換を 図 り、 時 代 に 即

した ｒ企 業 会 計 原則」 を 構 築 す れ ば、 社 会 の 公 器 と して の 会 計 本 来の 姿 が 具 現 し よ う。

Ｖ． む す び

以 上 要 す る に、 現 行の 制 度 会 計 も 本 来 的 に 社 会 関 連 性 を 持 ち、 こ れを 含 む 広 義 の 社 会 関 連 会

計 は、 狭 義 の も の に つ い て も、 制 度 会 計 の 中 に 取 り 込 む こ と が 技 術 的 に は 可 能 で あ る。 そ こ で 、

制 度 会 計 の 指 導 原 理と して の 「企 業 会 計 原 則」 を、 社 会 関 連 会 計 的 視 点 か ら、 再 構 築 し、 狭 義

の 社会 関 連 会 計を も その 中に 摂 取 し、 広 義 の 社 会 関 連 会 計の 制 度 化の 第 一 歩と す る こ と が 必 要

と 考 え る。 この こと は、 外 部 報 告 会 計 （財 務 会 計） す な わ ち 社 会 関 連 会 計 （広 義） と の 認 識 を

も 意 味す る。

た だ、 企 業の 社 会 関 連 性に つ き 一 般 の 白 覚 の 薄 い の も 現 実で あ る。 道 遠 しと い わ ざる を え な

い。 し か し、 健 全 に して 公 正 な 福 祉 社 会 の 実 現 が 要 望 さ れる こと を 考 え れ ば、 社 会 関 連 会 計 を

制 度 化 し、 制 度 会 計の 拡 充を 図る こと は、 時 代 的 必 然 で あ る。 た と え 道は 遠 く と も、 そ の 実 現

に む けて の 努 力は、 我々 に 課 せ ら れ た 使 命 と い う べ き で あ ろう。
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